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年
頭
所
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
年
明
け
し
て
お
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
は
平
成
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
つ
の
時
代
が
終
わ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
元
号
に
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
に
あ
た
り
謹
ん
で
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
は
稚
内
の
産
業
の
発
展
と
共
に
歩
み

を
続
け
、
昨
年
創
立
70
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
経
、

今
年
は
新
た
な
年
に
向
け
事
業
活
動
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
会
員
各
位
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
全
国
各
地
に
お
い
て
度
重
な
る
台
風
や
大

雨
な
ど
自
然
災
害
が
発
生
し
、
更
に
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
の
発
生
に
伴
う
風
評
被
害
に
よ
り
、
観
光
ツ

ア
ー
の
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
全
道
的
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

今
後
想
定
さ
れ
る
大
規
模
自
然
災
害
に
備
え
防
災

や
減
災
の
対
策
、
産
業
振
興
に
向
け
た
社
会
資
本
に

対
す
る
老
朽
化
対
策
や
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
重
視
し
た

整
備
促
進
に
つ
い
て
、
国
や
北
海
道
に
訴
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
地
域
経
済
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
酪
農
に

あ
っ
て
は
個
体
の
販
売
は
例
年
並
み
に
推
移
し
た
も

の
の
、
牧
草
収
穫
時
の
悪
天
候
と
震
災
の
停
電
に
よ

る
生
乳
の
廃
棄
な
ど
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
沖
合
・
沿
岸
漁
業
者
は
自
主
的
な
漁
獲
量
規

制
も
あ
り
回
復
傾
向
に
あ
り
、
爆
弾
低
気
圧
の
影
響

を
受
け
て
い
た
ホ
タ
テ
漁
も
回
復
し
関
連
業
界
を
は

じ
め
良
好
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
大
型
客
船
に
対
応
す
る
岸
壁
の
完
成
に

よ
る
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
や
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ

イ
ン
ズ
の
就
航
エ
リ
ア
の
拡
大
、
地
元
資
本
に
よ
る

新
た
な
大
型
風
力
発
電
施
設
の
稼
働
や
送
電
網
整
備

の
本
格
着
工
な
ど
、
将
来
に
向
け
た
可
能
性
が
高
ま

っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
深
刻
化
を
増
す
人
手
不
足
・
労
働
力
不
足

は
、
受
注
量
の
調
整
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
道
北
地

域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
従
業
員
確
保
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、当
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り「
稚

内
で
働
こ
う
応
援
会
議
」
を
発
足
し
、
都
市
や
他
地

域
で
学
び
成
長
し
た
若
者
の
U
タ
ー
ン
を
進
め
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、

若
者
の
U
タ
ー
ン
に
よ
る
地
元
就
労
を
「
地
方
創
生
」

の
基
軸
と
捉
え
、
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
支

援
と
し
て
、
本
年
10
月
の
消
費
税
率
10
％
引
き
上
げ

に
伴
う
軽
減
税
率
制
度
の
転
嫁
対
策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
へ
の
対
応
、
事
業
継
承
の
円
滑
化
や
新
規
創

業
の
支
援
に
向
け
た
相
談
業
務
を
強
化
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
「
行
動
す
る
商
工
会
議
所
・
頼

ら
れ
る
商
工
会
議
所
」
を
標
榜
し
商
工
会
議
所
活
動

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今

年
一
年
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

中　

田　

伸　

也

稚
内
商
工
会
議
所　

会　

頭
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年
頭
所
感

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
三
十
一
年
の

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年

中
、
市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
各
般

に
わ
た
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
、
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
市
制
施
行
七
十
年
、
開

港
七
十
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、
様
々
な
記
念
事
業
を
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
市
制
八
十
年
に
向
け
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
と
な
り

ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
大
型
台
風
や
爆

弾
低
気
圧
に
よ
る
災
害
が
日
本
各

地
で
発
生
し
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
も
昨
年
は
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
の
影
響
に
よ
る
市
内
全
域
で

の
停
電
が
長
い
と
こ
ろ
で
は
2
日

も
続
き
、
日
常
生
活
で
の
電
力
の

重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
と
と

も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、停
電
に
よ
る

損
害
も
含
め
、多
く
の
ご
苦
労
、ご

不
便
を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
に
は
、
大
規
模
太
陽
光
発

電
施
設
、
数
多
く
の
風
力
発
電
施

設
が
あ
り
ま
す
。
制
度
上
難
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
大
規
模

停
電
時
に
、
こ
の
地
域
で
発
電
し

た
電
力
を
こ
の
地
域
で
使
う
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
へ
の
取

り
組
み
も
、
そ
う
い
う
施
設
を
数

多
く
持
つ
環
境
都
市
と
し
て
今
後

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
昨
年
、
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
と
し
て
農
林
水
産
大
臣

か
ら
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
地
球

に
や
さ
し
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、

よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線
や
サ
ハ
リ
ン
定

期
航
路
の
維
持
存
続
な
ど
難
し
い

問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
、

膝
を
交
え
な
が
ら
、
地
域
の
課
題

解
決
に
努
め
、
こ
の
街
に
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
し
、
各
事
業
者
か
ら

の
新
た
な
ア
イ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て

事
業
展
開
に
も
大
い
に
期
待
し
つ

つ
、
行
政
と
民
間
が
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
街
を
発
展
さ
せ
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

工  
藤　
　

広

稚
内
市
長

　

第
7
回
目
と
な
り
ま
し
た
「
会

員
企
業
表
彰
式
」
が
、
11
月
22
日
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

稚
内
に
お
い
て
「
勤
続
従
業
員
表

彰
式
」
と
共
に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
表
彰
企
業
は
「
永
年

企
業
表
彰
」
35
事
業
所
、
「
会
員

激
励
表
彰
」
8
事
業
所
が
受
賞
。

表
彰
式
は
、
来
賓
・
事
業
主
を
始

め
、
会
員
企
業
表
彰
・
勤
続
従
業

員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
様
の
ご

出
席
を
頂
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
に
あ
た
り
中
田
会
頭
は「
本

日
の
受
賞
者
は
、
永
年
に
亘
り
稚

内
経
済
を
支
え
て
来
ら
れ
た
方
々

で
あ
り
、
今
後
と
も
事
業
主
、
従

業
員
の
皆
様
が
経
営
基
盤
の
強
化

に
務
め
ら
れ
、
各
企
業
が
発
展
さ

れ
る
事
を
念
願
し
ま
す
」
と
挨
拶
。

表
彰
状
と
創
業
50
年
以
上
の
受
賞

企
業
へ
は
記
念
プ
レ
ー
ト
を
授
与

致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
従
業
員
25
年
勤
続
者

へ
稚
内
市
特
別
表
彰
、
10
年
〜
50

年
勤
続
者
へ
会
頭
表
彰
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
稚
内
市
川
野
ま
ち
づ

く
り
政
策
部
長
、
朝
倉
宗
谷
総
合

振
興
局
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、

そ
の
後
、
創
業
100
年
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
㈱
滝
川
の
前
川
和
幸

様
、
勤
続
25
年
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
松
井
会
計
事
務
所
佐
藤
貴
実
様

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
会
員
企
業
表
彰
受
賞

企
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〜
受
賞
企
業
ご
紹
介
〜

創
業
100
年
表
彰
（
1
事
業
所
）

　

㈱
滝
川

創
業
90
年
表
彰
（
1
事
業
所
）

　

㈱
吉
野
商
店

創
業
80
年
表
彰
（
2
事
業
所
）

　

日
本
通
運
㈱
稚
内
支
店
、
㈱
魚

　

住
製
作
所

創
業
70
年
表
彰
（
5
事
業
所
）

　

㈱
西
條
稚
内
店
、
㈱
き
た
に
池

　

田
、
北
宗
谷
農
業
協
同
組
合
沼

　

川
支
所
、
○
工
藤
、
坂
野
鉄
工

　

㈱
創
業
60
年
表
彰
（
9
事
業
所
）

　

㈲
ヤ
マ
モ
ト
デ
ン
キ
、
神
港
製

　

函
㈱
、
北
武
建
設
㈱
、
稚
内
港

　

湾
施
設
㈱
、
北
部
商
事
㈱
、
東

　

邦
金
属
工
業
㈱
、
㈲
中
村
水
産
、

　

㈱
肉
の
に
れ
、
㈲
日
之
出
ク
リ

　

ー
ニ
ン
グ
商
会

創
業
50
年
表
彰
（
6
事
業
所
）

　

㈱
稚
内
衛
生
公
社
、
道
北
土
建

　

㈱
、
㈱
萩
見
綜
合
食
品
セ
ン
タ

　

ー
、
岩
間
商
事
㈱
、
渡
辺
つ
り

　

具
店
、
稚
内
電
気
工
事
㈱

岩

創
業
30
年
表
彰
（
11
事
業
所
）

　

旅
館
以
木
以
㈲
、
㈲
本
間
水
産
、

　

㈲
加
賀
設
備
、
㈲
宗
谷
美
装
、

　

マ
エ
ダ
デ
ン
キ
、
鏡
商
事
㈱
、

　

㈲
田
中
商
店
、
成
田
整
体
施
術

　

院
、
㈲
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
、
㈲

　

稚
内
商
運
、
㈲
ダ
ス
キ
ン
宇
田

創
業
激
励
表
彰
（
8
事
業
所
）

　

カ
ー
ブ
ス
稚
内
、
㈱
ホ
リ
サ
ー

　

ビ
ス
、　

み
や
け
ん
セ
ミ
ナ
ー
、

　

㈱
活
彩
北
海
道
、
北
三
造
園
、

　

Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｉ
ｌ
ｅ
（
フ
ラ
ジ
ー

　

ル
）
、
北
の
杜
法
律
事
務
所
、

　

最
北
シ
ネ
マ
㈱

　

同
日
18
時
30
分
か
ら
、
稚
内
海

員
会
館
に
お
い
て
「
会
員
の
集
い

と
企
業
表
彰
を
祝
う
会
」
を
開
催
。

本
年
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
。

　

伊
戸
川
実
行
委
員
長
の
挨
拶
の

後
、
リ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
歌
声
を
メ
ド
レ
ー
で
披

露
。
そ
の
後
、
当
所
の
創
立
70
周

年
を
記
念
し
た
特
別
賞
や
稚
内
ブ

ラ
ン
ド

認
定
品

が
当
た

る
大
抽

選
会
が

行
わ
れ
、

盛
会
の

う
ち
に

終
了
致

し
ま
し

た
。

（同）

『
会
員
企
業
表
彰
式
』、『
勤
続
従
業
員
表
彰
式
』開
催
！企業表彰受賞企業へ表彰状授与

LipStyle（リップスタイル）による
 「恋のサバイバル  Sunny hot stuff メドレー」

『
会
員
の
集
い
と

　

企
業
表
彰
を
祝
う
会
』
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企業の話に真剣に耳を傾ける中学生達

「
わ
か
る
！
働
く
！
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
　
　
　

ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
２
０
１
８
」開
催

　　

11
月
6
日
、
稚
内
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
、
市
内
中
学
1
年
生

を
対
象
に
「
わ
か
る
！
働
く
！
未

来
へ
つ
な
ぐ
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア
２
０

１
８
〜
中
学
生
向
け
地
元
企
業
Ｐ

Ｒ
フ
ェ
ア
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
所
青
年
部
、
稚
内
市
、
稚
内

市
教
育
委
員
会
、
稚
内
で
働
こ
う

応
援
会
議
が
主
催
と
な
り
、
人
口

減
少
等
に
よ
る
近
年
の
労
働
者
不

足
等
、
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
、

地
元
の
子
供
達
に
、
よ
り
早
い
う

ち
か
ら
地
元
の
産
業
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
地
元
企
業
等
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
将
来
的
な
地
元
就

職
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
促
進
を
目
的
に

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
企
業
47
社
、
中
学
生

252
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
主
催
者
で
あ
る
稚
内
市
青
山

副
市
長
か
ら
「
こ
の
機
会
を
通
し

て
、
稚
内
の
企
業
を
知
っ
て
も
ら

い
、
将
来
の
就
職
の
参
考
に
し
て

頂
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

説
明
会
中
、
中
学
生
達
は
普
段

知
る
こ
と
の
な
い
企
業
に
興
味
津

々
で
、
企
業
の
話
を
真
剣
に
聞
き
、

質
問
を
多
く
し
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
当
所
青
年
部
武

藤
会
長
か
ら
「
ネ
ッ
ト
等
が
普
及

し
て
い
る
現
在
、
都
会
に
行
か
な

く
て
も
、
稚
内
で
も
出
来
る
こ
と

は
多
く
、
稚
内
に
し
か
出
来
な
い

こ
と
も
あ
る
。
稚
内
に
残
る
人
、

稚
内
か
ら
進
学
で
出
る
方
も
、
将

来
は
稚
内
に
戻
っ
て
頂
き
、
共
に

稚
内
を
良
く
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
を
述
べ
、
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

生
徒
か
ら
は
「
稚
内
の
企
業
が

多
く
知
れ
て
良
か
っ
た
」
「
ま
た

参
加
し
た
い
」、企
業
か
ら
も「
中

学
生
が
将
来
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
「
中
学
生
が
積

極
的
で
、こ
ち
ら
も
楽
し
か
っ
た
」

と
ど
ち
ら
か
ら
も
好
評
を
頂
き
ま

し
た
。

七
色
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催

最
後
は
、
色
と
り
ど
り
な
衣
装
に

身
に
ま
と
っ
た
事
業
委
員
ダ
ン
サ

ー
ズ
に
よ
る
、ダ
・
パ
ン
プ
の『
Ｕ

・
Ｓ
・
Ａ
』
の
踊
り
を
披
露
。
大
歓

声
と
拍
手
に
包
ま
れ
、
時
間
が
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
、
和
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
し
、
会
員
同
士
が
親
睦

を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
頂
き

ま
し
た
、
三
万
三
千
円
を
歳
末
助

け
合
い
募
金
と
し
ま
し
て
、
北
海

道
共
同
募
金
会
稚
内
市
共
同
募
金

委
員
会
様
へ
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

出村会長挨拶

　

稚
内
商
工
会
議
所
女
性
会
の
忘

年
会
で
あ
る
、
七
色
の
会
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
去
る
12
月
4

日
ホ
テ
ル
お
か
べ
汐
彩
亭
で
、
会

員
や
来
賓
合
わ
せ
て
27
名
の
参
加

の
も
と
開
催
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
出
村
文
江
会

長
が
今
年
を
振
り
返
り
挨
拶
、
ご

来
賓
の
青
山
副
市
長
よ
り
ご
挨
拶

を
頂
き
、
中
田
会
頭
の
乾
杯
で
祝

宴
に
入
り
ま
し
た
。

　

余
興
で
は
、
事
業
委
員
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
豪
華
賞
品
が
当
た
る

お
楽
し
み
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
」
の
他
、
多
く
の
余
興

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、

女
性
会
だ
よ
り

女
性
会
だ
よ
り

　

新
年
度
の
事
業
計
画
策
定
に

向
け
、
当
所
会
員
の
皆
様
が
主

た
る
業
種
に
よ
り
所
属
さ
れ
て

い
る
5
部
会
の
商
業
・
建
設
工

業
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
・
農
水

製
造
業
・
理
財
諸
業
の
部
会
を

開
催
致
し
ま
す
。

　

例
年
2
月
に
開
催
し
、
各
業

界
か
ら
の
意
見
要
望
を
取
り
纏

め
、
そ
の
課
題
解
決
に
向
け
要

望
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

前
年
度
30
年
2
月
開
催
の
部

会
で
は
、
3
項
目
を
新
規
案
件

と
し
て
採
択
し
、
全
39
項
目
を

稚
内
市
他
に
要
望
し
て
お
り
ま

す
。

　

部
会
は
会
員
の
皆
様
が
、
業

界
の
課
題
解
決
に
向
け
意
見
を

述
べ
、
情
報
の
収
集
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
る
場
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
案
内
の
際
に
は
お
繰

り
合
わ
せ
ご
参
加
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

当
所
会
員
の
皆
様
へ

部
会
開
催
の
ご
案
内

当
所
会
員
の
皆
様
へ

部
会
開
催
の
ご
案
内

●
シ
ー
エ
ス
技
研

（
朝
日
２
―
7
―
23
）

　

新
し
く
次
の
事
業
所
の
方
に
ご
入
会
頂

き
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

新
会
員
紹
介

新
会
員
紹
介

新
会
員
紹
介

★
ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
★

田
中　

嘉
弘

中
学
１
年
生
対
象



2019年4月1日から、働き方改革関連法が順次施行されます
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〜
が
ん
ば
る
経
営
応
援
し
ま
す
！！
〜

　

当
所
で
は
、
中
小
企
業
基
盤

整
備
機
構
北
海
道
本
部
の
ご
支

援
を
頂
き
、
事
業
承
継
に
向
け

た
専
門
家
派
遣
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

承
継
の
時
期
・
手
順
等
を
纏

め
た
事
業
承
継
計
画
書
の
作
成

方
法
、
相
続
や
贈
与
等
に
係
る

事
業
承
継
税
制
を
知
り
た
い
、

後
継
者
不
在
で
事
業
譲
渡
等
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
事
業
承
継
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
が
対
応
い
た
し
ま

す
。

　

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

当
所
相
談
課
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

1
月
及
び
2
月
の
個
別
相
談

会
の
ご
案
内
で
す
。
事
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
て
、
是
非

と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　

●
経
営
診
断
（
分
析
）
個
別
相

　

談
会

平
成
31
年

1
月
28
日（
月
）
13
時
30
分
〜

　
　

29
日（
火
）
9
時
30
分
〜

対
応
者

　

中
小
企
業
診
断
士

　
　
　
　
　
　

前
田　

直
樹 

氏

●
Ｉ
Ｔ
活
用
個
別
相
談
会

平
成
31
年

2
月
5
日（
火
）
13
時
30
分
〜

　
　

6
日（
水
）
9
時
30
分
〜

対
応
者

　

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

久
蔵　

宏
幸 

氏

事
業
承
継
に
係
る
専
門
家

派
遣
事
業
の
ご
案
内

①時間外労働の上限規制が導入されます！2019年4月1日～ 
　※中小企業は2020年4月から、建設業は2024年4月から適用になります。
　法律上の上限規制が無かった残業時間について、この上限が、月45時間、年360時間
を原則とし、臨時的な特別な事情がある場合でも年720時間、単月100時間未満（休日
労働含む）、複数月平均80時間（休日労働含む）を限度に設定する必要があります。
②年次有給休暇の確実な取得が必要です！2019年4月1日～
　使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与されている全ての労働者に対し、毎年5日、
時季を指定して有給休暇を与える必要があります。
③正規雇用労働者と非正規雇用労働者の間の
　　　　不合理な待遇差が禁止されます！2020年4月1日～
　※中小企業は2021年4月1日から適用になります。
　同一企業内において、正規労働者と非正規（パートタイマー、有期雇用、派遣）労
働者の間で、基本給や賞与などの個々の待遇ごとに不合理な待遇差が禁止されます。
※今後策定される「同一労働同一賃金ガイドライン」により、規定の解釈が明確に示
　されます。

－詳細は、厚生労働省ＨＰ「働き方改革の実現に向けて」をご覧ください。－
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

個
別
相
談
会
の
ご
案
内

4
日
•
㈱
稚
内
プ
レ
ス
社
と
の
年
頭
対

　
　
　

談

　　　　

•（
一
社
）稚
内
青
年
会
議
所
新
役

　
　
　

員
挨
拶

　　　　

•
第
9
回
正
副
会
頭
会
議

　　　　　

•
㈱
宗
谷
新
聞
社
と
の
年
頭
対
談

　　　

•
稚
内
商
工
会
議
所
女
性
会
ク
リ

　
　
　

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

6
日
•
第
1
回
稚
内
空
港
冬
期
就
航
率

　
　
　

向
上
に
向
け
た
気
象
レ
ー
ダ
ー

　
　
　

の
活
用
に
関
す
る
検
討
会

7
日
•
大
同
生
命
保
険
㈱
小
柳
副
支
社

　
　
　

長
表
敬

10
日
•
Ａ
Ｎ
Ａ
き
た
北
海
道
支
店
岡
野

　
　
　

支
店
長
年
末
挨
拶

12
日
•
陸
上
自
衛
隊
第
2
偵
察
隊
児
島

　
　
　

明
2
等
陸
佐
年
末
挨
拶

　　

•
航
空
自
衛
隊
稚
内
分
屯
基
地
國

　
　
　

澤
幸
治
司
令
年
末
挨
拶

　　

•
平
成
30
年
度
稚
内
市
民
叙
勲
祝

　
　
　

賀
会

13
日
•
ア
ク
サ
生
命
㈱
旭
川
支
社
伊
藤

　
　
　

和
弘
所
長
表
敬

　　

•
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
㈱
蔦

　
　
　

井
社
長
年
末
挨
拶

17
日
•
2
0
1
9
わ
っ
か
な
い
氷
雪
の

　
　
　

広
場
実
行
委
員
会

19
日
•
三
水
会
忘
年
会
　

20
日
•
北
海
道
税
務
局
児
玉
理
財
部
長

　
　
　

表
敬

21
日
•
㈱
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
ホ
ー
ル

　
　
　

デ
ィ
ン
グ
ス 

年
末
挨
拶

26
日
•（
一
社
）稚
内
観
光
協
会
平
成
30

　
　
　

年
度
第
4
回
理
事
会

28
日
•
仕
事
納
め
訓
示

12
月会
務
報
告
（
抜
粋
）
―
平
成
30
年
12
月
1
日
〜　
　
　
　

平
成
30
年
12
月
31
日
―

　

会
員
企
業
表
彰
式
に
て
、
創

業
100
年
を
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た「
㈱
滝
川
」さ
ん
は
、1
9

1
8
年（
大
正
7
年
）7
月
、先
々

代
の
滝
川
八
十
吉
氏
が
「
滝
川

旅
館
」
と
し
て
現
在
地
に
開
業

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

二
代
目
滝
川
幸
吉
氏
が
経
営

し
て
い
た
頃
は
、
戦
時
中
で
採

算
を
取
る
事
は
難
し
い
状
況
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
忙

し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
現
在
の
三
代
目
前

原
和
幸
氏
が
継
ぎ
、
平
成
元
年

か
ら
「
㈱
滝
川
」
と
し
て
法
人

化
す
る
と
共
に
、
客
室
22
室
の

「
ホ
テ
ル
滝
川
」
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
平
成
16
年
に

は
34
室
の
増
築
を
す
る
な
ど
、

多
く
の
方
々
が
宿
泊
し
て
お
り
、

お
客
様
を
第
一
に
考
え
た
経
営

を
最
も
大
事

に
し
て
お
り

ま
す
。

　

創
業
100
年

を
迎
え
た

「
㈱
滝
川
」さ

ん
の
、
今
後

ま
す

ま
す
の
ご
発

展
を
ご
祈
念

致
し
ま
す

「
㈱
滝
川
」

会
員
企
業
表
彰
の
受
賞
企
業
ご
紹
介
！

現在のホテル滝川現在のホテル滝川現在のホテル滝川



名誉議員
中　田　豊　彦
中 田 グ ル ー プ 会 長
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副 会 頭
風　無　成　一

稚
内
商
工
会
議
所

第
26
期
役
員
議
員

紙
上
年
賀

日 東 水 産 ㈱ 社 長

会　　頭
中　田　伸　也
㈱ 中 田 組 社 長

副 会 頭
今　村　光　壹
㈿稚内とみおか商店会理事長

名誉議員
前　田　義　彦
㈱ 前 田 会 長

名誉議員
市　川　春　雄
宗 北 水 産 ㈱ 元 社 長

名誉議員
緑　川　　　晃
宗 谷 バ ス ㈱ 取 締 役

名誉議員
石　塚　宗　博
石 塚 建 設 興 業 ㈱ 会 長

名誉議員
後　藤　耕　一
㈲ 回 生 薬 局 元 社 長

功労議員
稲　垣　昭　則

常 議 員
藤　田　幸　洋

常 議 員
安　藤　善　則

常 議 員
菅　原　　　耕
瀬 戸 漁 業 ㈱ 社 長

常 議 員
相　沢　誠　吾
㈱ 相 沢 食 料 百 貨 店 社 長

常 議 員
富　田　伸　司
㈱ 富 田 組 社 長

常 議 員
中　居　詳　往
㈱ ホ ク タ ン 社 長

常 議 員
小　林　俊　夫
㈱ 　 小 林 商 店 社 長

常 議 員
前　田　拓　幸
㈱ 前 田 社 長

常 議 員
坂　原　勇　次
米 倉 水 産 ㈱ 社 長

常 議 員
佐　藤　文　彦
稚 内 港 湾 施 設 ㈱ 取 締 役

常 議 員
吉　井　　　繁
宗 谷 バ ス ㈱ 相 談 役

常 議 員
貝　森　輝　幸
錦 産 業 ㈱ 社 長

常 議 員
石　塚　英　資
石 塚 建 設 興 業 ㈱ 社 長

常 議 員
増　田　雅　俊
稚 内 信 用 金 庫 理 事 長

常 議 員
寺　本　幸　男
稚 内 農 業 ㈿ 組 合 長

常 議 員
奈　良　　　満
宗 谷 漁 業 ㈿ 組 合 長

常 議 員
東　海　且　典

ハートランドフェリー㈱稚内支店長

常 議 員
今　　　丈　一
㈱北海道銀行稚内支店長

常 議 員
根　井　　　敬
㈱ そ う べ い 社 長

監　　事
菊　池　　　工
山 本 建 設 ㈱ 社 長

監　　事

稚 内 製 綱 ㈱ 社 長
高　木　茂　樹

議　　員

㈱ 桜 井 電 業 所 会 長

議　　員
大　菅　信　文
大 東 食 品 ㈱ 社 長

議　　員
久　手　明　久
北 海 自 工 ㈱ 会 長

桜　井　安　夫

㈱ 国 境 元 会 長藤 建 設 ㈱ 社 長稚 内 漁 業 ㈿ 組 合 長
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議　　員
坂　野　泰　雄
坂 野 鉄 工 ㈱ 社 長

喪中につき年始のご挨拶失礼させて頂きます喪中につき年始のご挨拶失礼させて頂きます
専務理事 達　　　英　二（稚内商工会議所）

常　議　員 髙　尾　孝　蔵（㈱北洋銀行稚内支店長）

議　　員 中　島　敬　史（㈱きたに池田社長）

議　　員
本　間　修　三

な か せ き 商 事 ㈱ 常 務

議　　員
中　陳　憲　一
中 央 水 産 ㈱ 会 長

議　　員
秋　元　正　智
㈱ う ろ こ 市 会 長

議　　員
杉　川　　　毅
稚 内 印 刷 ㈱ 社 長

議　　員
伊戸川　成　史
㈲ 伊 戸 川 商 会 社 長

議　　員
土　門　哲　也
カ ネ タ メ 水 産 ㈱ 社 長

議　　員
武　藤　雅　史
㈱ 武 藤 は く ぜ ん 社 長

議　　員
佐　藤　国　房
㈱ 佐 藤 組 社 長

議　　員
飯　﨑　仁　一
北 武 建 設 ㈱ 社 長

議　　員
西　森　靖　之
㈱ 共 成 建 設 社 長

議　　員
吉　田　幸　徳
㈱ 国 境 社 長

議　　員
菅　原　富　治
菅 原 畜 品 ㈱ 社 長

議　　員
野　原　善　紀
㈱ チ ス イ 社 長

議　　員
松　井　眞　実

税理士法人松井会計事務所代表社員

議　　員
山　田　繁　春

社会保険労務士・行政書士山田繁春事務所長

議　　員
埋　田　雅　史
日 本 通 運 ㈱ 稚 内 支 店 長

議　　員
大　村　和　彦
大 東 石 油 販 売 ㈱ 社 長

議　　員
道　谷　孝　臣
丸 美 水 産 ㈱ 社 長

議　　員
岩　間　史　樹
岩 間 商 事 ㈱ 社 長

議　　員
米　田　正　博
北 都 観 光 ㈱ 専 務

議　　員
永　井　由美子
北 海 ビ ジ ネ ス ㈱ 専 務

議　　員
小　鹿　卓　司
㈲ 御 菓 子 司 小 鹿 社 長

議　　員
本　山　哲　司
㈱ 谷 金 物 商 事 社 長

議　　員
巽　　　　昭

北 王 水 産 ㈱ 社 長

議　　員
高　橋　淳　一
㈱ 稚 内 衛 生 公 社 社 長

議　　員
惣　名　寿　人

北海道電力㈱送配電カンパニー稚内ネットワークセンター所長

議　　員
野　村　芳　紀

㈱稚内観光開発総支配人（サフィールホテル稚内）

議　　員
由　井　正　之
㈱ 明 治 稚 内 工 場 長


